
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ４月１１日、平成２９年度入学式を行いました。生憎の雨模様ではありま

したが、県外からの６名を含む新入生一人ひとりが、担任からの呼名に大き

な返事をして、新たな出発を自ら祝いました。悪天候にも負けない元気の出

る入学式となりました。 

地元出身の入学者だけでなく、町外や他県からの出身者が大きな存在であ

る本校では、ややもすると、まわりの級友の気持ちや振る舞いを理解するの

に時間がかかることがあります。しかし、勇気をもって自分から話しかけ行

動し互いの心が触れ合えば、まさに一生の友達になります。新入生６２名が、 

学校内外の「学習」を通して、一日も早く一つとなり、飯南高校の顔となることに期待しています。私は、

入学式の式辞の中で、「学校は学ぶところである」、「人権を尊重する」、「自ら行動する」の３つの言葉を

贈り、新たな高校生活に一刻も早く溶け込んでほしいという願いを込めました。 

 私たち教職員は、自ら学び、行動する生徒を育て、入学してよかったと言ってもらえるように、全力で

支えていこうと思います。今後とも、本校の教育活動に温かいご支援とご協力をいただきますようお願い

いたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この授業は、飯南町に関わる社会人と語り合うこ

とで飯南町の良さや現状、今後のあり方について知

り、地域貢献に向けての意欲を養うことを目的とし

ています。 

講師は、地域おこし協力隊として飯南町で働いて

いらっしゃる大江さんと小松さん、飯南高校魅力化

コーディネーターの三島さん、梶川さん、丸山さん

の５名です。皆さんＩターン、Ｕターンで飯南町に

お住まいです。都会と田舎の違いや魅力、地域の繋

がりや行事について、また、どうすれば暮らしやす

い町になるのかという視点など、様々な目線で飯南

町について語ってくださいました。 

 始めは、大学・短大希望者、専門学校・就職希望

者の２つに分かれ、進学・就職する意義や心構え、

社会人に求められる能力などをお聞きしました。 

その後は、保育、経済、心理、情報、調理、福祉

など、約２０もの学校や分野の方々にお越しいただ

き、自分の希望する進路について話を聞きました。

大学のコース選択や免許取得方法、仕事内容や試

験・面接対策など、今の現状を交えながら具体的に

教えていただき、職業理解を深めました。 

  吉田 彰二 校長 

校長一年生として赴任し校長三年 

生として飯南高校から異動することに 

なました。飯南高校を「卒業します」といえるほ

どのことはできませんでしたが、収穫も多く学校

生活を楽しく有意義に過ごすことができました。

生徒や地域の皆さんの協力や温かい心があったか

らこそと感謝しています。生徒の皆さんの坂道挨

拶、熱心な清掃の取組、校歌を歌う大きな声、し

っかり人の話を聞く態度などなど、みんな誇りに

思っていました。 

  岸本 智美 さん 

 飯南高校へ来てあっという間に３ 

年が経ちました。皆さんとは直接関わ 

る機会が少なかったですが、挨拶をよくしてくれる

生徒さんが多いなぁというのが私の印象でした。 

 挨拶は人と関わる上で大切なコミュニケーショ

ンの基本だと思っています。これから社会に出て行

く時に必ずプラスになると思いますので、これから

も挨拶のできる飯南高校生いてください。 

 みなさんの高校生活がこれからの糧になるよう

願っています。 

  田中 千晶 先生 

実は私、養護教諭の免許を取ってす 

ぐに赴任したのがこの飯南高校でした。 

右も左もわからない私を支えてくださったのは当

時の生徒や先生方でした。その時は１年間しか務

められず、校歌も覚えられないまま残念な思いで

去りました。今回は６年勤めることができたので

しっかりと校歌を覚えて去ることができ、嬉しく

思っています。これから先、皆さんは様々な日々

を送ると思いますが、自分を大事に、そして周囲

の人への思いやりを忘れずに過ごしていきましょ

う。未来は日々の積み重ねといいます。お互いが

良き未来となりますように、一日一日を大事にそ

して感謝して生きていきましょう。それでは、さ

ようなら。お元気で。 

  菅原 史子 先生 

この春６年間お世話になりました 

飯南高校を卒業し、新たな一歩を踏み 

出すことに致しました。 

 音楽室に響き渡る若々しくエネルギーに満ち溢れ

た歌声に包まれてピアノを弾くひとときは私にとっ

て至福のときでした。又学校中がかもし出している優

しく温かな空気はここでしか味わえないとありがた

い気持ちでいっぱいでした。 

心からありがとう。皆様そして飯南高校が輝き続け

ることを応援しています。 

  遠山 佳 先生 

離任式では短い挨拶でした。１年生 

から３年生まで多くの生徒と授業で関わ 

りました。僕の授業は余談？が多く、いろいろな

話をしました。関係ないと思った人もいたかもし

れませんが、そうではないことを一部の人は分か

っていたと思います。勉強することは生きること

です。どういう生き方をするかは、どういう勉強

をしていくかにつきます。短い挨拶だったのはそ

のことを授業の中で伝えていたからです。どの先

生も授業の中でメッセージを残しています。普段

からしっかりとそれを受けとめて、よりよく生き

る糧にしてください。 

また、自分らしさを見つけることや実際の体験を通

して学ぶことの大切さ、今後自分で選んで進んでいく

力の必要性など、高校生に向けてのメッセージもたく

さんちりばめられており、生徒たちは熱心に質問をし

たり、講師からの問いに答えたりしていました。 

生徒の感想から、飯南町について、自分の将来につ

いて、今何をすべきかを改めて考えるきっかけとなっ

たことが伝わってきました。様々な人と語り合い、刺

激を受ける意義も感じたのではないでしょうか。 

 最後に高校在学中に取り組んでほしいことも伝えて

いただきました。自分について、職業について知り、

考える時間を作り、進路実現に向けて、今できること

から動き出していってほしいと思います。 

  堀 章夫 先生 

 生徒、保護者、地域、教職員の皆 

さま方の心温まる対応に支えられた８ 

年間でした。飯南町で出会えた皆さまとの縁を大切

にします。おかげさま、ありがとうの心を忘れず、

元気でがんばっていることが皆さまに伝わる取り

組みを新たな場所でもしてまいります。 

 飯南高校そして飯南町が大好きでした。また、ど

こかで皆さまとお会いできることを楽しみにして

います。お世話になりました。ありがとうございま

した。 

  景山 織江 先生 

みなさんの笑顔を見るたびに元気を 

もらい、励まされていました。こんなに 

も地域から愛されて、温かい人ばかりのすてきな学

校で勤務できたことは、私の誇りです。松江出身の

私がこうして飯南町に来て皆さんに出会えたのもき

っと何かの「縁」です。みなさんも、どうか身の回

りにある縁を大切にして、残りの高校生活を過ごし

てください。３年間、ありがとうございました。ま

た、遊びに来ます！ 

  錦織 正明 先生 

 飯南高校では４年間勤務しました。松江 

から飯南に着いた時にはクタクタでしたが、 

みなさんの元気のよい挨拶でがんばることができまし

た。みなさんは、人に元気を与えることができる存在

だと、自信を持ってください。 

 新しい職場は学校ではないので不安ですが、自分の

思った人生でなくても、向き合い方や取組次第で、発

見ややりがい、喜びが見つけられると思います。私も

頑張ります。みなさんも頑張ってください。 

  小川 久志 先生 

素直に「ありがとうございます」が 

言える生徒達にいつも感心し、元気が 

出ました。感謝しています。ところで、人間の究極

の幸せとは「人に愛されること」「人に褒められるこ

と」「人の役に立つこと」「人に必要とされること」

の４つだそうです。自分の進路を考える際に、どう

やって人の役に立てるだろうと考えてみてくださ

い。人の役に立てば、人に必要とされます。人の役

に立てば人に褒められます。皆さんが将来究極の幸

せを掴めることを祈っています。みんな頑張れ。私

も頑張ります。 

 

  岩田 佳奈子 先生 

一年間ありがとうございました。み 

なさんに出会い、飯南高校でしかできな 

い経験がたくさんできたことを、本当に嬉しく思

います。坂道や校舎であいさつし、話をするたび

に、私は元気になりました。また、みなさんの笑

顔を見て、私も元気になりました。美しい山々に

囲まれたこの場所でみなさんと過ごした日々は、

新しい場所でもきっと私を勇気づけてくれること

でしょう。どうかお元気で。みなさんの幸せを願

っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校だより月根尾５月号 平成２９年４月１８日発行 

島根県立飯南高校 h t t p : / / i i n a n . e d . j p / 

広島大学      １ 

岡山大学      １ 

山口大学      １ 

高知大学      １ 

島根大学      ６ 

島根県立大学    ３ 

下関市立大学    １ 

東京農業大学    １ 

奈良大学      １ 

関西外国語大学   １ 

追手門学院大学   １ 

京都外国語大学   １ 

神戸海星女学院大学 １ 

神戸学院大学    １ 

神戸医療福祉大学  １ 

甲南大学      １ 

甲南女子大学    １ 

姫路独協大学    １ 

美作大学      ２ 

岡山商科大学    １ 

就実大学      １ 

岡山理科大学    １ 

広島工業大学    ３ 

広島都市学園大学  １ 

広島文教女子大学  １ 

広島修道大学    ２ 

広島女学院大学   １ 

エリザベト音楽大学 １ 

広島経済大学    ２ 

徳山大学      １ 

倉敷市立短期大学      ２ 

三重短期大学        １ 

島根県立大学短期大学部   ２ 

大阪芸術大学短期大学部   １ 

大手前短期大学       １ 

鳥取短期大学        １ 

美作大学短期大学部     １ 

広島文化学園短期大学    １ 

石見高等看護学院            ３ 

浜田医療センター附属看護学校            １ 

出雲医療看護専門学校               ３ 

トリニティカレッジ出雲医療福祉専門学校  １ 

島根リハビリテーション学院       １ 

リハビリテーションカレッジ島根専門学校 １ 

松江総合医療福祉専門学校        １ 

島根県立農林大学校           １ 

松江理容美容専門大学校         １ 

島根県職業能力開発短期大学校      １ 

大原スポーツ＆メディカルヘルス専門学校 １ 

辻製菓専門学校             １ 

穴吹医療大学校             １ 

広島市立看護専門学校          １ 

朝日医療大学校             １ 

大原医療歯科専門学校大阪校       １ 

小井出ファッションビューティー専門学校 １ 

広島情報ビジネス専門学校        １ 

広島工業大学専門学校          ２ 

自衛隊（自衛官候補生）     ９ 

自衛隊（一般曹候補生）     ７ 

島根県警察（警察官）      １ 

霧の海食堂きつ川        １ 

株式会社ウシオ         １ 

島根イーグル株式会社      １ 

オージェイケイ株式会社島根工場 １ 

日本郵便株式会社 中国支社   ２ 

株式会社トリドール（丸亀製麺） １ 

マツダ株式会社         １ 

西日本旅客鉄道株式会社     １ 

美容室ＡＳＵＮＡＲＯ      １ 

中電工             １ 

国公立大学   １４ 

私立大学    １３ 

国公立短大    ４ 

私立短大     ４ 

専門・各種学校 ２１ 

就職      ２１ 

        ７７名 

 ２日（火）第１回生徒総会 

１２日（金）中間試験（～１６日） 

１３日（土）出校日・ＰＴＡ総会 

１６日（火）総体 壮行式・激励旬間 

２６日（金）前期総体（～２８日） 

 各校の演奏、ＯＢ・ＯＧを交え

ての迫力ある合同演奏、趣向を凝

らした演出で、会場が盛り上がり

ました！会場を埋め尽くすほどの

お客様にご来場いただき、ありが

とうございました。２９年度もよ

ろしくお願いします。 


